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1.  平成25年12月期第1四半期の連結業績（平成25年1月1日～平成25年3月31日）

（注）平成25年12月期より従来の純額表示（営業収益）から総額表示（売上高）に変更しております。なお、平成24年12月期第１四半期売上高の対前期増減率
は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第1四半期 91,949 47.7 △2,361 ― △2,635 ― △2,103 ―
24年12月期第1四半期 62,264 ― △2,444 ― △2,329 ― △2,527 ―

（注）包括利益 25年12月期第1四半期 △986百万円 （―％） 24年12月期第1四半期 △1,922百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年12月期第1四半期 △8.08 ―
24年12月期第1四半期 △26.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年12月期第1四半期 124,233 19,375 15.5 73.40
24年12月期 87,760 5,718 6.4 59.45
（参考） 自己資本 25年12月期第1四半期 19,300百万円 24年12月期 5,637百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年12月期 ―
25年12月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成25年12月期の連結業績予想（平成25年 1月 1日～平成25年12月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
（注）平成25年12月期より従来の純額表示（営業収益）から総額表示（売上高）に変更しておりますので、売上高の対前期増減率は記載しておりません。また、
平成25年12月期の連結業績予想における第２四半期（累計）および通期の１株当たり当期純利益の予想値につきましては、株式交換が効力を生じた平成25年
１月１日現在の発行済株式総数(256,726,635株)により算定しております。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 209,000 ― △1,100 ― △1,500 ― △2,000 ― △7.79
通期 465,000 ― 4,400 87.6 3,900 47.5 1,500 △16.1 5.84



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

（注）詳細は、２ページにあります「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、２ページにあります「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続を実施中であります。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提として
おります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想の前提条件その他の関連する事項については、２ペー
ジにあります「１.当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

※  注記事項

新規 1社 （社名） クラブツーリズム株式会社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年12月期1Q 264,215,135 株 24年12月期 96,175,121 株
② 期末自己株式数 25年12月期1Q 1,257,277 株 24年12月期 1,352,847 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期1Q 260,276,346 株 24年12月期1Q 94,828,672 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、輸出環境の改善や経済対策、金融政策の効果などを背景に持ち直し

の動きがみられます。旅行業界におきましては、不安定な東アジア情勢の影響を受けつつも、全般的には旅行需要

の復調傾向が続いております。

このような情勢のもと、当社グループは本年１月１日より持株会社体制への移行を行いました。経営統合後の新

体制における平成27年12月期までの中期経営計画を策定し、旅行業を取り巻く厳しい経営環境に鑑みながら、グル

ープ各社の「自立経営」と「連携強化」を促進し、“近畿日本ツーリスト”および“クラブツーリズム”の長所を

活かしたシナジー効果の最大化を推進しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における連結売上高は919億49百万円（前年同期622億64百万円）、連結

営業損失は23億61百万円（前年同期 営業損失24億44百万円）、連結経常損失は26億35百万円（前年同期 経常損

失23億29百万円）、連結四半期純損失は21億３百万円（前年同期 四半期純損失25億27百万円）となりました。

当第１四半期連結累計期間より、自社の募集型企画旅行、受注型企画旅行等の旅行商品の販売取引について、売

上高から売上原価を控除する方法（純額表示）によっておりましたが、売上高および売上原価ともに計上する方法

（総額表示）に変更しております。この変更に伴い前年同期の売上高については、遡及修正後の数値で比較してお

ります。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ41.6％増加し、1,242億33百万円（前連結

会計年度末は877億60百万円）となり、負債合計は、前連結会計年度末に比べ27.8％増加し、1,048億57百万円（前

連結会計年度末は820億41百万円）となりました。また、純資産は、前連結会計年度末に比べ238.8％増加し、193

億75百万円（前連結会計年度末は57億18百万円）となりました。これらの増加は主に、平成25年１月１日付でクラ

ブツーリズム株式会社を株式交換で子会社化したことによるものです。

この結果、自己資本比率は15.5％で前連結会計年度末から9.1％増加しました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

当第１四半期連結累計期間の連結業績を踏まえ、現時点において、通期の連結業績予想につきましては、平成25

年２月15日に公表した予想数値に変更はございません。

なお、今後の見通しにつきましては引続き検討を行い、業績予想に関し修正の必要が生じた場合には、速やかに

開示する予定であります。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第１四半期連結累計期間より、株式を100％取得したクラブツーリズム株式会社を連結の範囲に含めておりま

す。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（売上高の総額表示）

従来、自社の募集型企画旅行、受注型企画旅行等の旅行商品の販売取引については、売上高から売上原価を控

除する方法（純額表示）によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より売上高および売上原価ともに計上す

る方法（総額表示）に変更しております。 

この変更は、平成25年１月１日付で当社が近畿日本鉄道株式会社の子会社になったことに伴い、近畿日本鉄道

株式会社の連結上の会計処理の統一のために行うものであり、また、企画旅行等の販売については、瑕疵担保責任

などの契約当事者としての側面が強まっていること、当社の取扱高に占める企画旅行等の旅行商品の割合が高まっ

ていることから、総額表示への変更を行うことで経営成績をより明瞭に表示するものであります。

当該会計方針の変更については、遡及修正を行い、前年四半期および前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期連結累計期間の売上高、売上原価はそれぞれ50,528百万

円増加しておりますが、営業損失、経常損失および税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。また、

前連結会計年度の期首の純資産に反映されるべき累積的影響額はないため、前連結会計年度の利益剰余金の期首残

高に与える影響はありません。

なお、他社の募集型企画旅行、手配旅行等の代理販売取引については、従来どおり、純額表示しております。

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,041 26,329

預け金 4,500 20,580

受取手形及び営業未収金 17,001 19,295

商品 22 28

団体前払金 11,628 12,915

繰延税金資産 595 4,638

その他 9,407 12,856

貸倒引当金 △53 △55

流動資産合計 67,142 96,587

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,206 1,259

土地 1,548 1,590

その他（純額） 736 916

有形固定資産合計 3,490 3,766

無形固定資産

のれん － 3,447

その他 6,728 6,960

無形固定資産合計 6,728 10,407

投資その他の資産

投資有価証券 3,070 3,889

繰延税金資産 510 991

その他 7,279 9,065

貸倒引当金 △461 △475

投資その他の資産合計 10,398 13,470

固定資産合計 20,617 27,645

資産合計 87,760 124,233
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 11,329 11,590

未払金 2,746 5,133

未払法人税等 332 117

預り金 18,400 18,866

未精算旅行券 30,211 33,565

団体前受金 10,280 23,640

賞与引当金 271 1,417

その他 3,589 3,311

流動負債合計 77,162 97,643

固定負債

退職給付引当金 1,166 3,539

旅行券等引換引当金 1,015 909

その他 2,697 2,764

固定負債合計 4,879 7,213

負債合計 82,041 104,857

純資産の部

株主資本

資本金 7,579 7,708

資本剰余金 4,812 6,871

利益剰余金 △7,203 3,164

自己株式 △143 △0

株主資本合計 5,043 17,744

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 301 535

繰延ヘッジ損益 453 768

為替換算調整勘定 △161 251

その他の包括利益累計額合計 593 1,555

少数株主持分 81 75

純資産合計 5,718 19,375

負債純資産合計 87,760 124,233
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日)

売上高 62,264 91,949

売上原価 50,528 76,666

売上総利益 11,736 15,283

営業費用 14,180 17,644

営業損失（△） △2,444 △2,361

営業外収益

受取利息 33 66

為替差益 105 －

助成金収入 24 18

その他 44 13

営業外収益合計 207 97

営業外費用

支払利息 61 40

持分法による投資損失 29 8

為替差損 － 317

その他 1 4

営業外費用合計 92 371

経常損失（△） △2,329 △2,635

特別利益

受取補償金 10 20

その他 1 5

特別利益合計 11 25

特別損失

経営統合関連費用 － 113

固定資産除却損 5 20

店舗閉鎖損失 25 0

本社移転費用 19 －

その他 16 0

特別損失合計 66 135

税金等調整前四半期純損失（△） △2,383 △2,744

法人税、住民税及び事業税 114 91

法人税等調整額 38 △726

法人税等合計 152 △634

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,536 △2,110

少数株主損失（△） △8 △6

四半期純損失（△） △2,527 △2,103

ＫＮＴ－ＣＴホールディングス㈱（9726） 平成25年12月期 第1四半期決算短信 

- 6 -



（四半期連結包括利益計算書）
（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,536 △2,110

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 212 481

繰延ヘッジ損益 417 335

為替換算調整勘定 △40 247

持分法適用会社に対する持分相当額 24 59

その他の包括利益合計 613 1,123

四半期包括利益 △1,922 △986

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,914 △980

少数株主に係る四半期包括利益 △8 △5
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当第１四半期連結会計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年３月31日）

該当事項はありません。

株主資本の著しい変動

当社は、平成25年１月１日を効力発生日として当社を株式交換親会社とし、クラブツーリズム株式会社を株式交

換完全子会社とする株式交換を実施したことおよび新株予約権の行使により、資本剰余金が2,059百万円、利益剰

余金が12,471百万円それぞれ増加し、自己株式が143百万円減少いたしました。

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年３月31日）

「Ⅱ 当第１四半期連結累計期間 ２．報告セグメントの変更等に関する事項」に記載の通りです。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、海外航空券卸販売、北海道・東北・中国四国・九州地区の各種旅行商品の販

売、海外におけるサービスの提供と各種旅行商品の販売、人材派遣業、物品販売業、損害保険業お

よび旅行関連サービス業を含んでおります。

２．セグメント損失（△）の調整額△142百万円には、セグメント間取引消去77百万円、のれん償却額

△181百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△38百万円が含まれております。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社運営に係る費用であります。

３．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、純粋持株会社体制への移行に伴い、報告セグメントを従来の「旅行業」

単一セグメントから、「個人旅行事業」、「団体旅行事業」、「その他」の３区分に変更しております。

なお、変更後の区分方法により作成した前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、売上

高、売上原価と販売費および一般管理費の金額を遡って正確に抽出することが実務上困難なため、開示を行

っておりません。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

当第１四半期連結累計期間に、クラブツーリズム株式会社との経営統合により、のれんが発生しておりま

すが、報告セグメントには帰属させておりません。なお、当該事象による当第１四半期連結累計期間におけ

るのれんの償却額は181百万円、当第１四半期連結会計期間末におけるのれんの未償却残高は3,447百万円で

あります。

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

個人旅行
事業

（百万円）

団体旅行
事業

（百万円）

その他
（百万円）

合計
（百万円）

調整額
（百万円）

四半期連結
財務諸表
計上額

（百万円）

売上高

(1）外部顧客への売上高 56,955 17,508 17,486 91,949 － 91,949

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
12 596 2,227 2,837 △2,837 －

計 56,968 18,104 19,714 94,786 △2,837 91,949

セグメント損失（△） △1,384 △785 △48 △2,218 △142 △2,361
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